手術室看護師が経験した手術室実習の困難感と期待 by 小澤 尚子 & 原島 利恵
13
■研究報告■
受付日：平成 26 年 9 月 13 日　受理日：平成 26 年 12 月 12 日
１）岩手県立大学看護学部　Faculty of Nursing，Iwate Prefectural University
２）茨城キリスト教大学看護学部　College of nursing Ibaraki Christian University
Ⅰ．はじめに
　我が国の看護をめぐる環境は，急速な少子
高齢化の進展，医療技術の進歩など大きく変化
してきていることから，保健医療福祉の変化や
国民の期待に応えることができる基礎的能力を
有する看護師を育成することが，看護教育の喫
緊の課題１）とされている．
　看護基礎教育における成人看護学の急性期実
習は，周手術期およびクリティカルケアの対象
に行う身体侵襲の高い実習である．しかしなが
ら，身体侵襲を伴う看護技術に関しては無資格
の学生が実施できる範囲が限られている２）こ
ともあり，急性期看護実習では看護学生（以
下，学生）が患者に直接提供できる日常生活援
助の清潔ケアさえも，看護師と共に行うことが
求められる．看護基礎教育に関する手術室実習
の先行研究を概観すると，深澤らの調査では，
手術室看護は看護基礎教育を受ける学生にとっ
て専門性が高すぎる領域であり，現状では見学
に留まることが適切である３）と述べている．
さらに，看護基礎教育における手術室実習の状
況を報告したものでは，看護学実習において外
科系・内科系のどちらか一方の病棟を経験した
場合には，内科系病棟の実習であっても手術室
実習を行い，学生全員が手術室実習を経験でき
る４）よう配慮している看護基礎教育機関と，
周手術期看護実習の一部に手術室実習を組み入
れ，受け持ち患者の手術時に限って手術室へ入
室する５）６）場合と，希望する学生に限って手
術室実習を行うなど，必ずしも学生全員が手術
室実習を行わない７）場合など，さまざまな実
習状況が報告されている．さらに，学生の手術
室看護に対するイメージ調査では，「難しい」
が半数以上８）を占め，手術室実習を終えた後
も手術室実習は不安と思っている学生が８割を
超え９），しかも学生は，手術室実習で必要以上
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に看護師に気を遣い10），それ以外にも，自分の
立ち位置がわからない，もしも倒れるようなこ
とがあったら，迷惑をかけるのではないかとい
う不安を抱いて実習に臨んでいる11），ことが報
告されている．そして，新人看護師として手術
室勤務に不安を抱いたまま手術室に配属される
とリアリティショックを起こし，克服するには
３年を要する12）こと，手術室勤務を希望する
看護師が少ない背景には看護学生時代の教育や
実習状況が関係している13）という報告がされ
ている．
　これら先行研究から，学生にとって手術室実
習が強い緊張や不安が伴う環境であることや，
専門性の高すぎる実習場所という指摘があるも
のの，学生にとって何らかの学習成果を得る機
会となっていることが推測される．しかしなが
ら，いまだ看護基礎教育の手術室実習のあり方
や必要性について一様でないことから，議論の
余地があると思われる．そこで，大学における
手術室実習の内容を検討するために，看護基礎
教育卒業時に手術室看護師を希望し，手術室看
護師として入職し職務継続している臨床看護師
を対象に，看護基礎教育で経験した手術室実習
で抱いた困難感と，手術室実習を振り返りどの
ような実習を期待するかを捉えることは，手術
室実習のあり方を考える上で意義があると考え
る．なお，本研究が対象者を手術室看護師にし
たのは，手術室実習は成人看護学実習の一部に
組み込まれているものの，手術室実習の実習時
間そのものが半日程度と短時間であることか
ら，手術室以外の病棟で勤務している臨床看護
師よりも，看護基礎教育で受けた手術室実習の
記憶が残っていると考えられたためである．
　以上のことから本研究の目的は，手術室看護
師が看護基礎教育で経験した手術室実習での困
難感と，どのような手術室実習を期待するかを
質的に明らかし，手術室実習における教員の効
果的な指導について検討することである．本研
究は，基礎看護教育における手術室実習を考え
る上での基礎的資料，マンパワーの確保という
点からも重要であり，さらには手術室看護の質
の向上にも寄与するものと考える． 
Ⅱ．用語の定義
　手術室実習：受け持ち患者に伴って手術を見
学する手術室実習（以下，受け持ち患者に伴う
実習），手術室看護師に同伴し手術室看護師業
務を見学する手術室実習（以下，手術室看護師
に伴う実習）の２つの実習形態のこと
　困難感：手術室看護師が，看護基礎教育で経
験した手術室実習時に抱いた「戸惑い」「不安」
の感情のこと
Ⅲ．方　　法
１．研究デザイン：半構成的面接法を用いた質
的帰納的デザイン
２．データ収集期間：2012年８月～ 10月
３．対象者
　関東圏にあるＡ看護系大学を卒業した後，Ａ
県内500床以上の２施設の総合病院（以下，病院）
に，希望して新人から手術室看護師として勤務
している臨床看護師で，研究参加の同意が得ら
れた10名を対象とした．なお，研究対象の２病
院は，Ａ看護系大学の実習施設であり手術室実
習で使用した．
４．データ収集方法
　対象者に，看護基礎教育での経験を振り返っ
てもらい，①手術室実習を経験して戸惑ったこ
と，困難と感じたこと，また，手術室看護師と
して，②手術室実習を振り返り期待すること，
望むことを尋ねた．また，インタビュー時に面
接の内容を録音する旨を説明し，対象者の許可
を得て内容はICレコーダーに録音した．面接
場所は，手術室内の静かな人の出入りがない個
室で行った．
５．データ分析方法
　面接で得られた内容から逐語録を作成した．
そして，手術室看護師の手術室実習で経験した
戸惑いや不安，手術室実習への期待や希望を
語っている文章を，２名の質的研究者がそれぞ
れ抜き出して一致しているかを確認した．内容
を再度吟味し，コード化，カテゴリー化し，関
連図を作成した．分析は期間を置いて再度実施
することによって，内容の真実性の確保に努め
た．
６．倫理的配慮
　本研究は，岩手県立大学研究倫理審査の承認
（県大第164号）および研究協力２施設の承認を
得たのち，看護部および手術室の看護師長の許
可を得て実施した．また，事前に研究協力施設
の研究担当教育看護師長に研究の内容を説明し
た上で，対象者の紹介を依頼した．研究者に紹
介されることを同意した看護者に対して，書面
と口頭で研究目的・内容の説明と協力依頼をし，
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では，手術室師長，主任，臨床実習指導者，外
回り看護師を一律に実習指導者と記述した．
Ⅳ．研究結果
１．対象者の概要
　対象者は男性２名，女性８名，インタビュー
時の平均年齢は24.7±1.42歳，平均臨床経験年
数および平均手術室経験年数は3.0±1.4年で
あった．看護基礎教育卒業後に，全ての対象者
が手術室勤務を希望して就職し，他病棟の経験
はなかった．看護基礎教育で経験した手術室実
習の形態は，受け持ち患者に伴う実習は７名，
手術室看護師に伴う実習は９名，受け持ち患者
に伴うおよび手術室看護師に伴う双方の実習
形態を経験したものは６名であった．インタ
ビュー時間は平均時間26.81±11.59分で，全員
から録音の同意を得た．なお，対象者の所属す
る施設は２施設であるが，対象者の倫理的配慮
から一律に手術室と記述した．
２．分析結果
　得られたデータを分析した結果，手術室看護
師が経験した手術室実習の困難感には３カテゴ
リーおよび６サブカテゴリー，手術室看護師の
期待する手術室実習には４カテゴリーおよび８
同意書への署名を得た．その際，研究への協力
は自由意思であること，研究への協力に同意し
た後も協力の拒否ができること，全研究過程で
匿名性が保障されること，個人の秘密が守られ
ること，研究結果を学術目的以外で使用しない
こと，逐語録作成後にデータの消去・削除をす
ることを伝え，対象者の人権に最大限配慮した．
７．Ａ看護系大学の手術室実習における指導体
制
　Ａ看護系大学では，２年次に成人看護実習の
急性期実習（３単位）で手術室実習を経験する．
原則見学実習とし，教員が実習初日に手術室オ
リエンテーションを行い，手術室の入退室方法
や見学時の注意点を中心に説明している．受け
持ち患者に伴う実習では，患者の術式・麻酔・
解剖などの事前学習を行い，実習前日に行動計
画を手術室へ提出し，実習当日は外回り看護師
に指導を受ける．また，手術室看護師に伴う実
習では３人が１グループとなり，手術室看護師
の役割，手術室の環境などについて，専任の実
習指導者として，手術室師長，主任および臨床
実習指導者から４時間程度の指導を受ける．ど
ちらの実習形態も実習翌日にＡ４用紙１ページ
程度の見学レポートを提出する．なお，本研究
表１　手術室看護師が経験した手術室実習の困難感により導き出されたカテゴリー
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サブカテゴリーが抽出された（表１，表２）．
なお，【　】はカテゴリー，サブカテゴリーは
＜　＞，対象者の語りの内容は「　」で示し，
分析の結果を説明する関連図を示した（図１）．
１）手術室看護師が経験した手術室実習の困難
感（表１）
（a）【実習指導者との関係が構築できない辛
さ】
　対象者は，「一番印象的だったのは，外回り
の看護師さんと一緒に，ぽつんといたんですけ
れども，その時に，配管と記録，こんな薬を使っ
てこんなふうにしているから，あとは手術見て
いてという感じだったので，結構わからず立っ
ていただけの実習だった」，また「今12時だか
らお昼にあがっていっていいのかなぁって．外
回りさんが結構何も教えてくれない，聞けない
状況？忙しそうにしていたので．ごはん行って
きますって言って．なんとなく，逃げてきてし
まった感じかもしれない」と，実習が終了する
までの時間の過ごし方に戸惑う＜強い緊張と孤
独に耐えた辛い体験＞として語っていた．
（b）【教員の助言・サポートが思うように機
能しないもどかしさ】
　対象者は，事前に学内で行われる手術室オリ
エンテーションについて，「全くわからなかっ
たというわけではなかったのですけれども，
想像がつかないっていうか…，だから私は正
直言って，（学内の）オリエンテーション内容
がいいとか，悪いとかではなく，手術室に入っ
たことがない学生へのオリエンテーションは難
しいのではないかな…って思います」と＜学内
オリエンテーションを活用できない難しさ＞を
語っていた．また，手術室看護について，「学
生が学習するには難しい内容だったと思いま
す．今でさえ，わからないことはいっぱいあり
ます」と語り，＜助言を受けても理解できない＞
と捉えていた．さらに，「先生たちって，手術
室実習についてはノータッチでしたね．あとは
手術室に入って見学してきてっていうぐらいの
感じでしたね」と，＜手術室看護師にお任せの
実習＞と捉えていた． 
（c）【実習形態の違いから生じる戸惑い】
　２つの実習形態を経験した対象者は，「半日
の見学の時はいろいろと教えてもらったけれ
ど，受け持ち患者の見学の時は，軽く麻酔器が
これって，さらりと終わった覚えがあります」
と，実習指導者の対応が実習形態で異なること
を語っていた．一方，内科系クリティカル病棟
で実習した対象者は，「（手術は）想像できない
ですよね．自分がそのやっぱり手術の必要な実
表２　手術室看護師が期待する手術室実習により導き出されたカテゴリー
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り＜積極的な支援＞を望むことを語っていた．
また「内科系のクリティカル病棟だと想像でき
ないですよね．この受け持ち患者さんだから，こ
の手術を見たいということができないのが私た
ちで，手術室実習が思うようにいかないことが
ありますよね」と，内科系病棟で実習している
＜学生への配慮＞を期待することを語っていた．
（c）【実習指導者と教員の連携】
　対象者は，「見学チェックリストみたいのが
あれば，指導する側も‘あ！ここ見ていないん
だ’とか，‘これやってみる？’とか声かけら
れるし，いいんじゃないのかな」と，教員と実
習指導者が＜指導を共有化する工夫＞や，「見
学する項目を，麻酔の導入，手術中，抜管とい
う３つをノルマにすれば，受け持ち患者じゃな
くても見れたんじゃないかなって思うんです」
と，＜見学内容の精錬＞を期待することを語っ
ていた．さらに，「術衣に着替える理由とか，
そこから始まっちゃっていいと思うんですよ．
手術室看護師さんが行えばいいんじゃないのか
な」と，＜入室直前オリエンテーションの工夫＞
習場所であれば，この手術をみたいというのが
あると思うんですけれど」と，手術療法への戸
惑いを語り＜実習形態の特徴が手術室実習に影
響する＞と捉えていた．さらに，「手術室実習…，
半日って短いかな．見学した手術もだいたい始
まっていたりして，途中から見学ということが
多かったですよね」と，＜時間的制約から生じ
る不全感＞を語っていた．
２）手術室看護師が期待する手術室実習（表２）
（a）【実習指導者の積極的な関わり】
　対象者は，「術中そこにずっといるんじゃな
くって，今こっちで挿管しているよ…とか，抜
管しているよ…って，声をかけてもらって，見
せてもらえれば良かったですよね」と，実習指
導者から学生に積極的に声をかけるなど＜学び
が深まる指導＞を期待していた．
（b）【学習意欲を高める教員の関わり】
　対象者は，「実習指導者が忙しくて説明でき
ないとき，教員がいた方が何やっているのかが
わかると思うので，少しは意味のある実習に
なったのではないかと思います」と，教員によ
図１　手術室看護師の経験した手術室実習の困難感と期待　関連図
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への希望を語っていた．また，「ただ見るだけ
で入ってもポカンとしてしまうので，大雑把で
もいいと思うんですけれど，見ているものが何
なのかということぐらいはわかると，実習もプ
ラスになると思います」と，見学する手術の＜事
前の情報提供＞の希望を語っていた．
（d）【時間的余裕のある実習】
　手術室看護師に伴う実習が４時間であったこ
とから，「１日あったら，その日の手術がいろ
いろ見学できると思います．半日で１件だけだ
と，わからないっていうか，（手術を）部分部分
で教えていますよね」と，＜実習時間の確保＞
への期待を語っていた．
３）手術室看護師が経験した手術室実習の困難
感と期待する手術室実習（図１）
　対象者である手術室看護師が経験した手術室
実習の困難感と期待する手術室実習の関連を図
１に示した．
　手術室看護師が経験した手術室実習の困難感
には，対象者は【実習指導者との関係が構築で
きない辛さ】に耐えた実習と捉えていた．また，
助言を受けても手術室看護を理解することが難
しいことから【教員の助言・サポートが思うよ
うに機能しないもどかしさ】を感じていた．２
つの手術室実習の形態を経験した対象者から
は，実習指導者の対応が異なることへの戸惑い
と，内科系病棟を実習している対象者からは手
術療法に対する戸惑いから，【実習形態の違い
から生じる戸惑い】が語られた．さらに，手術
室看護師が期待する手術室実習には，学びが深
まる【実習指導者の積極的な関わり】と，教員
の積極的な支援と学生への配慮から【学習意欲
を高める教員の関わり】を希望していた．そし
て，【実習指導者と教員の連携】によって，手
術室実習の見学内容の精錬，指導を共有化する
工夫，および見学する手術の事前の情報提供を
望んでいた．また，手術室実習の時間が短いこ
とから【時間的余裕のある実習】への期待が語
られていた．
Ⅵ．考　　察
１．手術室看護師が経験した手術室実習の困難
感
　手術室看護師が経験した手術室実習の困難感
には，【実習指導者との関係が構築できない辛
さ】【教員の助言・サポートが思うように機能
しないもどかしさ】【実習形態の違いから生じ
る戸惑い】の３カテゴリーが形成された．
　【実習指導者との関係が構築できない辛さ】
では，対象者は目前で非日常的な風景が繰り広
げられる手術室にいる緊張感と，実習指導者と
の関係が構築できないまま，ひしひしと孤独感
と感じる＜強い緊張と孤独に耐えた辛い体験＞
と捉えていた．これは堀越らが，学生が手術見
学をしている状況は，いわば手術室における
チーム医療の蚊帳の外である14）と述べている
ように，対象者にとって疎外感を強める実習状
況であったと考えられる．このような状況を学
生自ら打破するために，実習指導者とコミュニ
ケーションを積極的にとっていくことは難いこ
とから，実習指導者と関係を構築する難しさを
感じ，困難感が生じたものと考える．
　【教員の助言・サポートが思うように機能し
ないもどかしさ】では，教員から学内および直
前の手術室オリエンテーションを受けても，手
術室のイメージができないために活かせないこ
と，および手術室実習の疑問に対して助言を受
けても理解できない状況が挙げられた．実習指
導者の問題解決ができない，タイミングの外れ
た，一貫性のない，および一方的な指導は学生
の学ぶ意欲を阻害する15）と述べている．手術
室看護は看護基礎教育にとって専門性が高く，
教員が助言しても問題解決に結びつかない難し
い部分がある．対象者は実習指導者が忙しそう
に働いている姿を見て，質問することすら躊躇
している現状がある．しかしながら，手術室実
習後に実習担当である教員に助言を求めても，
その質問したい現象が上手く伝わらないため，
結果的にタイミングと的の外れた指導となり，
対象者にとって教員のサポートが思うように機
能しないという困難感を抱かせたものと考えら
れる．
　また，本研究の対象者の【実習形態の違いか
ら生じる戸惑い】では，実習指導者に対する態
度と，内科系病棟で実習した学生の手術療法へ
の戸惑い，実習時間に対する思いが語られてい
た．手術室では，手術を受ける患者を中心に，
執刀医，麻酔科医，看護師等の多職種が協働し
て手術を進行する．そのなかでも，手術室看護
師は手術を受けている患者の安全と安楽を第一
に考え行動することに加え，手術が円滑に進む
ように働きかける役割を担っている．しかも緊
急事態が発生した場合は，自らの判断で迅速に
対応する責任ある判断も求められる．受け持ち
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とを提案している．また，桝本らは，急性期病
棟の指導の問題点として，スタッフ不足や日常
業務と教育との両立への負担感，指導への自信
のなさなどを挙げ，看護師への指導に関する教
育や実習指導が余裕を持って行える学生の配置
人数調整への指導を受ける態度への助言など，
看護師にとって学生指導が過度の負担にならな
い積極的な介入を行っていく必要性19）を述べ
ている．本研究においても，実習指導者が業務
と掛け持ちして指導を行っているため，対象者
に実習指導者の役割である教育的な関わりが伝
わりにくく，対象者にとって，今手術室で何が
行われているのかわからないまま，実習時間の
終了を待っている状況であったことから，対象
者は学びが促進できる効果的な【実習指導者の
積極的な関わり】を期待したものと考える．
　一方，教員に対しては，学生の実習への動機
づけや，実習に対する満足感が得られるような
【学習意欲を高める教員の関わり】を求めてい
た．板東らは，周手術期看護学教育に携わる教
員は，学生の事前の学習準備状況を確認し，学
生の学習の進行過程を考慮したうえで，手術室
見学実習における貴重な学習経験を教材化や学
習化に結び付けることが必要である20）と述べ
ていることから，個々の学生の学習の進行過程
を把握し，学習意欲を高めていく関わりが必要
であるといえる．さらに，手術療法が適応では
ない内科系病棟で実習する学生に対して，体に
メスを入れる手術療法を目前とするため衝撃も
強いことから，見学前に十分な心理的配慮をも
含めたオリエンテーションと，実習後の学びに
ついての振り返りが必要と思われる．その際，
学生が学べたと発言したところを肯定的に評価
し，達成感や満足感が実感できるように働きか
けることが重要と考える．また，手術看護が専
門性の高い特殊な看護という視点だけではな
く，溝部らが述べているように，手術室におい
ても，病棟と何ら変わらず行われている看護基
礎技術や対象者へのコミュニケーションの重要
性を認識できた21）という学びが得られるよう
な教育的な関わりも求められると考える．
　そして，【実習指導者と教員の連携】への期
待には，対象者が手術室の片隅でただ一人孤独
に手術を見学している状況や，２つの実習形態
を比較して手術室看護師の教育的な関わり方に
違いを感じたことから，実習指導者と教員の連
携の必要性を認識したものと考える．板東らは，
患者に伴う実習では，外回り看護師から実習指
導を受けるが，実習指導者の立場はスタッフ業
務との兼任となるため，学生指導よりも通常業
務を優先せざる得ない状況もある．受け持ち患
者に伴う実習の場合，対象者は手術室の今起き
ている状況が理解できないうえ，いつもとは違
う実習環境に対してどのように実習を展開すれ
ばよいのか戸惑い，困難感を抱いたものと考え
る．一方，内科系病棟を実習した対象者は，手
術室看護師に伴う実習において人体にメスを入
れる手術を目前で見学するため，手術に対して
衝撃を受け，手術そのものに対する困難感を抱
いたものと考える．本研究では手術室看護師に
伴う実習が４時間であったが，対象者は実習時
間が短いと感じていた．水谷らは，実習時間を
３時間以下と４時間以上の２群に分けて学生の
達成感を分析し，実習時間４時間以上の方が有
意に達成感が高かった16）ことを報告している．
しかしながら対象者は，手術室看護師の役割や
手術の経過を理解するには実習時間が足りない
と感じたことから，実習時間の制約に対し困難
感を抱いたものと考える．
２．手術室看護師が期待する手術室実習
　手術室看護師が，手術室実習に期待すること
は，【実習指導者の積極的な関わり】【学習意欲
を高める教員の関わり】【実習指導者と教員の
連携】【時間的余裕のある実習】の４つのカテ
ゴリーが形成された．
　学生は対象や環境が変わると，たとえ一度経
験したことも初めての出来事として捉える傾向
があり，今まで経験してきたことを強みにして
手術室実習を展開することは困難である．学生
にとって手術室実習は，強い緊張を伴うもので
あり，過去に体験したこともない治療場面を直
視する衝撃もあり，教育的な支援がなければ学
びに活かすことは難しいと考える．大下らは，
学生は手術室環境の雰囲気に呑まれて緊張して
いることから，内面的な準備だけではなく，ス
タッフによる教育的な支援が必要である17）と
述べている．本研究の対象者も，手術室の雰囲
気にのまれて緊張感が持続したまま見学し，そ
の上実習指導者から教育的支援が得られ難い状
況であったと思われる．米田らは実習指導者の
立場から，学生が実習中に分からなかったこと
など質疑応答や問題解決ができる環境，指導者
は業務の空いた時に学生に声をかけて手術の流
れや看護師が行っていることを説明する18）こ
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手術室実習時の見学の視点を明確にするため
に，実習指導に携わる看護師と共同作成した「手
術室見学実習観察項目表」は，学生にとって学
習効果を高めるだけでなく，指導者にとっても，
指導の視点を明確にすることにも役立つ22）と
述べている．本研究の対象者からも，手術室体
験を効果的な学習とするため，見学してほしい
項目が一目でわかるチェックリスト表を希望す
る声が聞かれたことから，教員と手術室看護師
が共同して見学項目の一覧表等を作成すれば，
学生の事前学習の視点も明確となり，手術室実
習に臨みやすくなると考えて期待したものと思
われる．
　本研究の対象者は，看護基礎教育卒業時に手
術室勤務を希望した手術室看護師を対象として
いるため，手術室実習に対し，より【時間的余
裕のある実習】を強く期待していたと考えられ
る．佐藤らは，手術室看護の専門性とは，「患
者を中心に展開される看護」であり，それを特
徴付けるものとして，「専門的知識に裏付けら
れた行動」「チームの一員でかつ調整役」「マネ
ジメント能力」の３つの側面がある23）と述べ
ている．しかしながら，本研究対象者の実習時
間が短く，手術看護の専門性を理解するまでに
は至らなかったことから【時間的余裕のある実
習】を期待したものと考える．一方で板東らは，
短時間の見学実習であっても，手術室見学実習
が術中看護の学びだけではなく，術後看護につ
なげるという学習目標を達成できていた21）と
述べていることから，手術室実習の目標に沿っ
た見学内容の明確化と実習内容の検討によっ
て，学生は短時間の実習でも達成感を得ること
が可能と考える．
３．手術室実習における教員の効果的な指導に
ついて
　山下は，教員は予め学生は基礎的な看護実践
能力の習得段階にあるため，教員や看護師から
実践交代を指示されるような状況があると伝え
ること，これを伝えることで，実習中に直面す
るであろう状況に対する学生の準備状態を整
え，同じ状況に直面しても，それを否定的な経
験として知覚するのではなく，援助者から学習
者になったと知覚する24）と述べている．この
ことからも，手術室実習は今まで経験してきた
日常生活の援助技術を提供する実習ではなく，
診察の補助を多く含む見学主体の実習であるこ
とを強調して伝え，学生の準備状態を整えてお
く必要がある．加えて，実習指導者がスタッフ
業務を兼任せざるを得ない実習体制をとってい
る場合は，手術室看護師として患者の安全を最
優先して業務している，その意味を丁寧に説明
する必要もある．さらに手術室看護師が患者の
安全・安楽に対してどのような看護を提供して
いるのか，よく観察することを伝え，独りで手
術を見学していても否定的な経験として知覚し
ないように説明しておく必要がある．さらに教
員は，学生の緊張感が高いことから，教員が手
術室巡視を行って情緒的サポートを提供するこ
とも必要と思われる．また，実習内容の充実化
に向けて，実習における実習内容の明確化，実
習指導者との連絡調整を行って効果的な実習が
できる場所として整えていく必要がある．これ
らを通して，看護基礎教育で経験する手術室実
習を，学生自らが周手術期看護を理解するため
に必要な実習と意識づけられるよう支援してい
くことが重要であると考える．
　また，明石25）は，急性期看護実習の“困難”
について，患者の理解，臨床現場における学生
の役割とスタッフ間との緊張関係，教員の能力
の３つを挙げている．そのうち教員の能力につ
いて，実習では学生の受け持ち患者を通して教
授活動が行われるため，教員の臨床能力と教授
能力の両方が問われると述べている．教員は，
日々進歩していく医療現場を効果的な実習指導
の場にしていくために，周手術期看護における
知識や看護実践能力の維持および向上に努めて
いくことが求められると考える．さらに教員は，
実習における学生指導の困難な場面や，その解
決方法などを共有しあうことで，指導スキルを
向上していくことも必要と考える．なによりも
実習は，施設の協力のもとに成立しているため，
大学と実習施設間の実習に対する共通理解と協
働を促進し，これからの看護職を共に育ててい
く姿勢で関われるよう，学習環境を整えていく
ことも重要と考える．
Ⅶ．本研究の限界
　本研究の限界は，限られた施設での調査であ
り，研究対象者も10名と少ない．本研究対象者
は，看護基礎教育で手術室実習を経験した病院
と同施設で勤務している手術室看護師を対象と
しているが，各々の施設が実習方法および手術
室看護の業務内容が多様化しているため，一般
化は難しい．
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Ⅷ．結　　論
　看護基礎教育卒業後に希望して手術室看護師
となった看護師が経験した手術室実習の困難感
には，【実習指導者との関係が構築できない辛
さ】【教員の助言・サポートが思うように機能
しないもどかしさ】【実習形態の違いから生じ
る戸惑い】の３つのカテゴリーが導き出された．
さらに，手術室看護師が手術室実習に期待する
ものには，【実習指導者の積極的な関わり】【学
習意欲を高める教員の関わり】【実習指導者と
教員の連携】【時間的余裕のある実習】の４つ
のカテゴリーが導き出された．手術室実習とは
今まで経験してきた日常生活の援助技術を提供
する実習ではなく，診療の補助を含む見学主体
の実習であることを伝え，学生の準備状態を整
えておく必要がある．さらに，手術室実習は学
生の緊張感が高いことから情緒的サポートを行
うこと，手術室実習の内容を明確に提示し学習
を促進させること，加えて実習指導者との連絡
調整を行って効果的な実習ができる場所として
整えていく必要性が示唆された．
謝　　辞
　本研究の趣旨をご理解いただき，面接に協力
してくださいました手術室看護師の皆様に厚く
お礼を申し上げます．
引用文献
１）厚生労働省：平成23年2月28日「看護教育
の内容と方法に関する検討会報告書」，
2014-3-1，
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/
2r9852000001310q.html
２）厚生労働省：平成19年4月16日「看護基礎
教育の充実に関する検討会報告書」，2014-
3-1，http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/
　　04/dl/s0420-13.pdf
３）深澤佳代子：看護基礎教育における手術
室実習の動向―公立看護系大学の実態調
査より―，オペナーシング，21（2），102-
108，2006．
４）北村直子，奥村美奈子他：手術室実習を通
しての学生の学び　第２報　―学生が捉え
た手術室で行われていた看護―，岐阜県立
看護大学紀要，4（1），92-98，2004．
５）河原田栄子，岸野亜矢他：急性期（周手術
期）看護における実習指導の実際，看護展
22 岩手県立大学看護学部紀要 17：13 − 23，2015
学生の効果的な指導の取り組み―臨床指導
者としての役割―，日手看会誌，8（1），
45-47，2012．
19）桝本朋子，田邊美津子他：臨地実習中の看
護学生への支援内容の検討―実習中の学習
と指導の調査から―，川崎医療短期大学紀
要，33，9-15，2013．
20）板東孝枝，雄西智恵美他：手術患者を対象
とした成人看護学実習における手術室での
学生の学習経験，日本看護学教育学会誌，
22（2），13-25，2012．
21）溝部佳代，鷲見尚己他：周手術期看護学実
習における手術室実習の有効性―学生の
手術室看護に関する学びと態度の変化よ
り―，看護総合科学研究会誌，10（7），
3-14，2007．
22）板東孝枝，雄西智恵美他：成人看護学実習
における「手術室見学実習観察項目表」
を導入した実習の学習効果の検討，The 
Journal of Nursing Investigation，11（1，
2），51-58，2013．
23）佐藤紀子，若狭江子他：手術看護の専門性
とその獲得過程に関する研究，オペナーシ
ング，19（1），34-42，2004．
24）山下暢子：実習目標達成に向けた学生の理
解と支援―授業の対象である学生理解の重
要性―，看護教育学研究，22（1），1-7，
2013．
25）明石惠子：急性期（周手術期）看護実習の“困
難”をどう乗り越えるか，看護展望，26（11），
1201-1206， 2001．
23手術室看護師が経験した手術室実習の困難感と期待
Abstract
　The aim of the present study was to investigate effective training guidance by elucidating the 
difficulties experienced by surgical nurses in regard to operating room training during basic nursing 
education and their expectations of this training. We performed a qualitative inductive study in which we 
conducted semi-structured interviews with 10 nurses who had chosen to become surgical nurses after 
graduating from basic nursing education. As a result, we identified three categories related to difficulties 
experienced in operating room training. These categories were, “distress from not being able to build 
relationships with instructors,” “frustration that teachers’ advice and support do not function as desired,” 
and “confusion due to differences in training formats.” We also identified four categories for expectations 
of operating room training. These were, “interactions of surgical nurses with the students,” “involvement 
of teachers that increases one’s motivation to learn,” “cooperation between instructors and teachers,” 
and “training with sufficient time.” Our findings suggested that teachers must convey to students that 
operating room training mainly involves observation—including assisting with medical care—and explain 
that students should not view training as a negative experience.
Keyword：operating room training, surgical nurse, basic nursing education
